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高商連ニュース 

 

全
商
連
は
被
災
地
の
石
川
、
富

山
、
福
井
、
新
潟
の
各
県
連
と
連

絡
を
取
り
合
い
、
緊
急
救
援
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
以
下

１
／
５
全
商
連
連
絡
文
書
よ
り
） 

●
石
川
県
連 

金
沢
・
小
松
は
い
ま
の
と
こ
ろ

大
丈
夫
だ
が
、
能
登
地
域
で
切
実

に
必
要
な
の
は
水
と
物
資
。
奥
能

登
に
入
る
道
路
は
１
本
し
か
通

れ
な
い
。
緊
急
車
両
優
先
で
、
一

般
の
支
援
車
両
な
ど
は
通
行
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
陸

送
が
止
ま
っ
て
い
る
の
で
、
加
賀

地
域
で
も
物
資
が
不
足
し
始
め

て
い
る
。
現
時
点
で
は
輪
島
市
に

入
れ
な
い
状
況
。
輪
島
地
域
に
は

会
員
が
約
60
人
い
る
。
朝
市
の

地
域
に
は
約
10
人
の
会
員
が
お

り
、
家
屋
全
焼
の
会
員
が
２
人
、

地
震
に
よ
る
倒
壊
が
１
人
。
電
気

は
４
日
復
旧
し
た
。
水
や
食
料
が

必
要
。
能
登
民
商
事
務
所
ま
で
の

道
路
は
通
行
可
能
で
物
資
を
受

け
取
れ
る
。
輪
島
に
も
受
け
入
れ

態
勢
が
整
っ
た
。
届
い
た
物
資
を

輪
島
ま
で
運
ぶ
よ
う
に
す
る
。
現

 

商
工
新
聞
読
者
・
会
員
の
皆
さ
ん
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 日

頃
の
民
商
運
動
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 昨

年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
春
の
統

一
地
方
選
挙
に
始
ま
り
、
秋
の
参
議
院

補
欠
選
挙
、
知
事
選
挙
な
ど
と
選
挙
ず

く
め
の
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
県
連
と
民
商
は
憲
法
ア
ク

シ
ョ
ン
の
も
と
憲
法
を
守
り
平
和
を

求
め
、
業
者
に
と
っ
て
重
い
負
担
に
な

る
イ
ン
ボ
イ
ス
反
対
の
議
員
を
置
く

出
そ
う
と
、
ニ
ュ
ー
ス
、
チ
ラ
シ
、
対

話
を
通
じ
て
都
度
、
応
援
し
ま
し
た
。 

結
果
は
喜
び
と
残
念
さ
と
あ
り
ま

し
た
が
、
お
互
い
や
る
べ
き
こ
と
は
で

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
々

の
活
動
と
一
票
一
票
の
積
み
重
ね
の

重
み
も
感
じ
ま
し
た
。 

秋
の
臨
時
国
会
で
は
、
新
聞
赤
旗
日

曜
版
が
ス
ク
ー
プ
し
た
自
民
党
の
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
裏
金
事
件
で

激
震
が
走
り
ま
し
た
。
く
り
返
し
起
こ

る｢

政
治
と
カ
ネ｣

の
問
題
で
す
が
、
記

載
し
て
い
れ
ば
OK
で
は
な
い
事
だ
と

思
い
ま
す
。 

政
治
に
カ
ネ
が
か
か
る
の
は
選
挙

の
た
め
だ
と
思
い
ま
す
し
、
企
業
・
団

体
献
金
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
は
や

め
る
べ
き
で
す
。
政
策
論
議
、
同
じ
条

件
の
下
で
選
挙
は
す
る
べ
き
と
思
い

ま
す
。 

想
い
起
せ
ば
、
森
・
加
計
・
桜
を
見

新
年
の
ご
挨
拶 

 

高
知
県
商
工
団
体
連
合
会
会
長 

東
谷
勝
喜 

 

る
会
、
安
倍
元
総
理
の
国
葬
、
統
一
協

会
問
題
等
、
遠
い
昔
の
出
来
事
で
は
な

い
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
岸
田

内
閣
は
、
日
米
安
保
の
も
と
財
源
の
見

通
し
も
な
い
中
で
、
５
年
間
で
43
兆

円
も
の
軍
事
予
算
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
世
界
３
位
の
軍
事
大
国
に
な
り
ま

す
。
原
子
力
発
電
所
を
数
多
く
持
つ
島

国
日
本
で
、
戦
争
準
備
で
安
全
な
生
活

は
本
当
に
守
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
疑

問
に
思
い
ま
す
。
今
や
る
べ
き
は
、
経

済
を
考
え
て
も
全
方
位
外
交
に
全
力

を
あ
げ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 民

商
全
商
連
は
一
貫
し
て｢

平
和
で

こ
そ
商
売
が
で
き
る｣

を
一
つ
の
信
条

と
し
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
こ
と
は
お

か
し
い
と
署
名
な
ど
を
通
じ
て
声
を

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

私
た
ち
の
生
活
は
高
い
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
物
価
高
で
大
変
で
す
。
全
国
の

仲
間
と｢

イ
ン
ボ
イ
ス
は
廃
止｣

、｢

消

費
税
は
減
税｣

と
運
動
し
な
が
ら
議
会

に
も
強
く
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

今
、
自
主
申
告
運
動
、
民
商
活
動
へ

の
圧
力
が
増
し
て
い
ま
す
。
学
習
会
や

行
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
力
を
付

け
ま
し
ょ
う
。 

そ
う
し
た
圧
力
に
抗
す
る
に
は
、
民

商
を
強
く
大
き
く
す
る
こ
と
が
よ
り

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

読
者
前
面
の
仲
間
増
や
し
を
会
員
、
役

員
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

安芸 電子帳簿保存法学習会開催：会員の２割の１３名が参加 

 

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
３
周
年 

ビ
キ
ニ
被
ば
く
か
ら
70
年 

 
 

 
 

１
月
20
日(

土)
 

13:
30
～
15:

30 

 
 

 
 

県
民
文
化
ホ
ー
ル
４
階 

県民の 

つどい 

■講演 

｢第五福竜丸が私たち

に問いかけるもの｣ 

 講師：市田真理さん 

   都立第五福竜丸 

展示館学芸員  

ふたたび、核兵器の使用

が取りざたされています。

私たちに何ができるのか、

一緒に考えてみませんか。 
 

■主催（共催） 
原水爆禁止高知県 

民会議（原水禁） 

高知県原水爆対策 

協議会（原水協） 

参加費 

無料 

能
登
半
島
地
震 

支
援
募
金
に 

ご
協
力
を
！ 

時
点
で
は
運
送
業
者
は
動
い
て

い
な
い
の
で
直
接
届
け
る
必
要

が
あ
る
。 

●
新
潟
県
連 

新
潟
市
内
で
複
数
の
会
員
の

家
屋
が
傾
き
、
住
め
な
い
状
態
。

海
外
沿
い(

西
区)

で
液
状
化
被

害
が
出
て
い
る
。
火
災
も
な
く
、

今
の
と
こ
ろ
大
き
な
被
害
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
状

況
を
把
握
中
。 

●
富
山
県
連 

会
員
に
人
身
事
故
や
大
規
模

な
物
損
な
ど
は
出
て
い
な
い
。
神

社
の
灯
篭
が
倒
れ
る
な
ど
細
か

な
物
損
は
多
数
。
飲
食
・
観
光
関

係
な
ど
は
、
書
き
入
れ
時
を
ふ
い

に
し
、
そ
の
後
の
集
客
も
し
ば
ら

く
望
め
な
い
の
で
営
業
被
害
は

深
刻
と
見
込
む
。 

●
福
井
県
連 

県
連
内
の
被
害
は
な
い
。
引
き

続
き
状
況
把
握
す
る
。 

●
全
商
連
は
、
６
日
に
事
務
局
が

現
地
に
入
り
ま
す
。 

●
支
援
募
金
は
各
民
商
事
務
局

ま
た
は
左
記
口
座
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。 

 

１２月１４日(木)午後１時から、伊尾木公民

館会場で、「電子帳簿保存法(電帳法)学習会」が

開催され、会員の２割の１３名が参加。 

高商連入江事務局長が講師を務め、資料に沿っ

て学習会がすすめられました。 

｢令和５年度税制改正による要件緩和｣によ

り、基準期間の売上高が５０００万円以下の事

業者は、当面は、相手先から紙で出たら紙での保

管は大丈夫だが、紙で出ていない電子データの

場合は、保存(パソコンやスマホに取り込む)し

ておく事が必要。 

例えば取引先からメールでもらったり、アマ

ゾンなどのネットで購入した際の請求書や領収

書、カード明細、また電話の明細などがスマホに

くるようになっていたら、「履歴が残るき大丈

夫」はダメで、スクリーンショットをして取り込

んで保存する事が必要です。 

参加者数人から、「スクリーンショットとはな

んで？スマホは通話しか使わんき、分からん。」

の声が。なので、４月以降にスマホでスクリーン

ショットなどデータ保存の仕方の学習会を行う

ことになりました。     (１／８会報あき）  

四
国
銀
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上
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普
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高
商
連
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本
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